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生への効果を比べた｡ エチルウレタン (1.2g/kg)を妊娠9日に腹腔内に注射した場合, A/Jax系におい
てはC3Ii 系に比べて胎仔の死亡率は約4倍, 奇形仔の頻度は約5倍であり, 奇形の型としては両系統と
も腎異常が多いが, その差としてA/Jax系においては口蓋裂や肋骨の異常が多く外に固有なものとして尾





























亡または奇形仔の頻度が遥かに高く, また奇形の型に一定の差が示された｡ この結果には, 両系統の中期
胎仔の発生の進行速度に差のあることがあずかっているものと推定された｡
上記の成果は, ヒトで多くみられる奇形は遺伝と環境両要約の合併効果によって成立するのと基本的見
解を支持する参考知見を提供し守こもので, 有意義であると認められる｡
以上本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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